
宮
崎
、

、
圃
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"
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川 河 期 守 山 と て l u w A h 代 ' ω ∞ 刈 ぃ P J ω o

〉 社 可 憐 甘 口 「 ベ 命 斗 U 苫 汁 「 寸 司 用 斗 一 L H V ¥ 山 市

| 亡 に 丸 U 片 ゆ 」 。

選 図 品 開 耳 判 一 刊 ' 伊 〈 伊 〈 什 神 〈 剖 「 J 〉 。

「 守 ム 、 h k n 汁 C 葡 一 州 パ U
. 〈 C A m 瀬 戸 ¥ 却 下 川 河 叫 」

什 「 J J U 川 河 稿 。 斗 A よ い ¥ 7 A m 固 に 嵐 山 叫 感 測 C

叫 刷 刈 ぃ ! ? め 代 仰 な 。

「 斗 パ | 斗 パ 守 サ 凶 ¥ 」 固 ま 司 一 部 溺 叫 山 小 山 リ 〈 必

「 J 叫 3 界 出 品 開 剛 一 斗 件 凡 u z σ ' 伺 周 回 c f 閥 〈

U l u C 引 漢 捧 「 叫 「 汁 。
( ざ ・ 明 旧 一 品 週 悩 )

判 N h 尚 N N判 A N 司 叩

Z 0 ・ ↓ ↓ ↓ q



広報おおむ ら 平成 2年 4月号

11 

、

-2 -

-， 

L .. 

天
正
遣
欧
少
年
使
節
帰
国
側
年
記
念
事
業

戦
国
に
生
き
た

今
:
・
大
村
に

4
0
0年
の
歴
史
、が
建
る

伊
東
マ
ン
シ
ョ

千
々
石
ミ
ゲ
ル

わ
す
か
m
j
何
歳
の
少
年

CY:X)Lト少年!こ未来ぎをしで世界さω

原
マ
ル
チ
ノ

中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
想
う
未
知
へ
の
期
待
と

新
し
い
府
代
へ
の
憧
れ
が
、

8
年

5
か
月
に

勇
気
と
冒
険
の
旅
を
成
し
遂
げ
た

今
年
は

日
本
の
歴
史
を
塗
り
変
え
た

4
少
年

4
少
年
が
帰
国
し
て
ち
ょ
う
ど

4
0
0年・
..
 

な
ぜ
帰
国
側
年
・
・

-
W

私
た
ち
が
住
む
大
村
は
、
世
界

初
の
海
上
空
港
を
持
ち
、
こ
の

国
際
空
港
化
の
促
進
と
、
九
州
横

断
自
動
車
道
の
開
通
や
環
大
村
湾

を
軸
と
す
る
広
域
リ
ゾ
ー
ト
計
画

等
を
は
じ
め
、
来
た
る
べ
き
時
代

に
対
し
て
、
産
業
、
経
済
、
文
化

な
ど
多
方
面
に
わ
た
っ
て
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
重
大
な
岐
路
に
立
た
さ
れ

誇
り
に
し
た

素通しj⑦町ちらStoryσ〉町ヘm

今
日
、
日
本
は
地
方
の

『国
際
交
流
』

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
翻
っ
て
み
ま
す

と
、
日
本
と
世
界
と
の
交
流
は
4
0
0
年

前
、
織
田
信
長

・
豊
臣
秀
吉
の
時
代
に
、
天

正
使
節
の
4
少
年
た
ち
に
よ
っ
て
は
じ
ま

っ
て
い
ま
す
。

u
l
日
歳
と
い
う
現
在
の
・中
学
生
の
年

齢
で
出
発
し
、
8
年
5
か
月
の
歳
月
を
へ
て

帰
国
し
ま
し
た
。
一

体
彼
ら
を
揺
り
動
か
し

た
の
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
恐
ら
く

不
安
や
心
配
も
想
像
を
絶
す
る
も
の
だ

っ

た
で
し
ょ
う
。

確
か
な
事
は
こ
の
少
年
た

ち
が
大
い
な
る
勇
気
の
持
ち
主
で
あ
り
、

何
と
い
っ
て
も
、
ヨ
l
口

、ノ
パ
に
対
し
日

本
と
い
う
存
在
を
身
を
も
っ
て
知
ら
し
め

た
こ
と
、
そ
し
て
、
印
刷
機
械
な
ど
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
進
ん
だ
文
化
を
持
ち
帰
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

間 iS¥・c{1・5・0

た
時
期
に
、
大
村
が
も
っ
て
い
る

歴
史
を
生
か
し
、
全
国
に
わ
が
大

村
の

「存
在
」
を
訴
え
、
世
界
に

目
を
向
け
た
ま
ち
ず
つ
く
り
を
や

っ

て
い
こ
う
と
『
天
正
遣
欧
少
年
使

節
帰
国
4
0
0
年
記
念
事
業
』
を

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
さ
に
機
を
得
た
事
業
と
い
え
ま

す
。

( 

い
勇
気
と
冒
険

勇
気
と
官
険
に
彩
ら
れ
た
少
年
た
ち
の

歴
史
を
通
じ
、
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
最

初
の
か
け
橋
と
な

っ
た
4
少
年
を
よ
く
知

り
、
全
市
民
が
郷
土
に
対
す
る
誇
り
と

4
少
年
に
負
け
な
い
精
神
面
の
充
実
を

図
り
、
同
時
に
、
歴
史
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
歩
進
め
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
努
め

で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

幻
世
紀
を
間
近
に
控
え
た
今
年

(1
9

9
0
年
)
は
、
か
つ
て
西
洋
と
の
初
め
て

の
ふ
れ
あ
い
に
旅
立

っ
た

『天
正
遣
駄
少

年
使
節
』
が
帰
国
し
て
ち
ょ
う
ど
4
0
0

年
目
に
あ
た
り
、
明
日
の
地
域
・
明
日
の

世
界
を
考
え
る
の
に
よ
い
節
目
の
年
で
す
。

こ
の
事
業
は
、
4
少
年
が
帰
国
し
た
7

月
を
中
心
に
行
い
ま
す
が
、
「市
民
総
意」

が
大
前
提
と
な
っ
て
お
り
、

皆
さ
ん
の
温

か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
・
お
願
い
し
ま
す
。

市及び市内の約50団体が出席して行われた

発会式 (括 ・市コミセン)

松本市長 (左から 2番目)をはじめ、岩

永市議会副議長(司、高瀬商工会議所会頭

(右から 2番目 )、市助役など市内の約50団

体の代表が出席して、天正遣殴少年使節帰

国 400年記念事業推進協議会の発会式が

2月23日、市コミセンで行ーわれました。

官民一体のまちづくり

11 

正

日
本
文
化
に
大
き
な
影
響
を

お
よ
ぼ
し
た
、
当
時
の
印
制
機

実
正
少
年
使
節
の
出
発
か
§

帰
国
ま
で
の
主
な
足
ど
り

天正遣欧少年使節の像(森園公園)

1
5
8
2
1
4少
年
が
ロ
ー
マ
派
遣
の
命
を
受
け
、
長

(天正
叩年
)

崎
を
出
発

(4
人
と
も
ほ

1
日
歳
)

1
5
8
4ー
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
リ
ス
ポ
ン
に
上
陸
。
ス
ペ

(天正刊は年
)

イ
ン
の
マ
ド
リ
ー
ド
で
、
国
王
フ
エ
リ
ペ

2
世
に
謁
見
す
る
。

(
日
本
人
で
初
め
て
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
地
を

ふ
み
ま
し
た
)

1
5
8
5
1イ
タ
リ
ア
の
口
l

マ
に
到
着
。
聖
ぺ
ト
巳

(天
正
日
年
)

大
聖
堂
で
、
ロ
ー
マ
法
王
グ
レ
ゴ
リ
オ
ロ

世
に
謁
見
す
る
。

イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

各
地
を
へ
て
、
リ
ス
ボ
ン
に
一
戻
る
。

1
5
8
6
1
リ
ス
ボ
ン
を
出
発
、
帰
路
に
つ
く
。

(天
正
閃
年
)

1
5
8
7
1
イ
ン
ド
の
ゴ
ア
に
到
着
。

(天
正
百
年
)

1
5
9
0
1長
崎
に
帰
港
。
出
発
し
て
か
ら

8
年

5
か

(天
正
ゆ
き

月
の
歳
月
ガ
流
れ
て
い
ま
し
だ
。

吻ん

=帰国したワ月を中心に

-3-

。フォーラム、史跡オリ工ンテーリング、

のらりく ラリ in大村 (バイクロード

レース)

。シンボルマ ク&キャラクターの制作及

び宣伝

。 「大村の歌」制作発表会など

そのタト、花まつり 、花火大会、夏越まつ

り、大村まつり、 農林水産まつりなど、既

存のイベントを支援する事業も計画してい

ます。

。史跡関連施設整備事業

(Q)400年記念モーションディスプレイ

(4少年からくり時計)

(Q)400年記念セレモ二一

(Q)NHKf東京放送児童合唱団」公演

。ミュージ力ル「ローマを見た」公演

。天正少年とポル トガルフェアー

局長E

~~ 

。青少年海外派遣事業

。国際交流基金設置

~4 



ょ
う
こ
そ
大
村
ヘ
，
・

ー
大
村
・
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
歓
迎
塔
寄
贈

1

大
村
イ
ン
タ
ー
を
結
ぶ
市
道
池
田
森
園
線
に
お
目
見
え
し
た
ロ
・

6
m
の
歓
迎
塔

完
・
西
大
村
本
町
位
近
)

決i3泊 g ~活農と健康麗

シノ々

即売コーナーや健康相談コーナーなどでにぎ

わった生活展と健康展(お ・市コミセン)

今大
村
へ
ょ
う
こ
そ
一
と
い
う
感
謝
を

込
め
た

「歓
迎
塔
」
が
完
成
し
3
月
刊
日
、

大
村
イ
ン
タ
ー
へ
通
じ
る
池
田
森
園
線
(西

大
村
本
町
付
近
)
で
贈
呈
式
及
び
除
幕
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
歓
迎
塔
を
寄
贈
さ
れ
た
の
は
、
大

村
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
前
田
正
幸
会
長
)

と
大
村
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
平
沢

勝
昭
会
長
)
で
、
い
ず
れ
も
創
立
お
周
年

と
叩
周
年
の
記
念
事
業
の

一
つ
と
し
て
寄

贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

高
さ
ロ

・
6
m
、
幅
は
一
番
広

い
所
で

4
m
。
塔
の
先
端
に
は
、
天
正
遣
殴
4
少

年
の
像
が
、
ま
た
、

歓
迎
板
や
施
設
案
内

は
灯
光
式
に
な

っ
て
お
り
、
夜
間
で
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

除
幕
式
に
は
、
松
杢
宮
武
や
ミ
ス
花
菖
蒲

の
中
村
章
子
さ
ん
も
出
席
。
ま
た
、
桜
馬

場
保
育
園
の
園
児
も
風
船
を
飛
ば
し
、
歓

迎
塔
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

市連合婦人会、市生活学校及び市主催の生

活展と健康展が3月10日、市コミセンで開催

きれま した。

生活展では、 会員の学習活動の成果を発表

する作品展やチャリティー即売、料理 ・七宝

焼の実演などでにぎわいました。また、愛の

献血運動も行われました。

健康展では、「実践しよう健康づくり」をテ

ーマに、尿 ・血液の検査、内科相談、歯の相

談、食生活、体力測定などのコーナーがあ り、

専門医などのアドバイスで大きくうなずいた

り、質問したりする光景が見受けられま した。

なわ、今回は国民健康保険と福祉のコーナ

ーも新たに加わり、 パネル展示や相談などを

行いま した。

防
火
功
労
者
に

感
謝
状

大
村
消
防
署
は
、
春
の
火
災
予
防
運
動

の
始
ま

っ
た
3
月
1
日
、
長
年
に
わ
た
り

防
火
の
散
発
出
動
を
行
っ
て
こ
ら
れ
た
5
庖

舗
・

2
個
人
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

川
原
勉
さ
ん

(原
口
町
)
と
岩
永
英
穂

さ
ん
(
本
町
)
は
、
地
区
内
で
火
災
予
防

の
テ
l
プ
を
放
送
。
ま
た
、
西
沢
本
百
大

村
居
、
大
村
浜
屋
、
衣
料
セ
ジ
タ
l
ふ
く

た
に
、
プ
ラ
ス
ア
オ
バ
、
サ
ウ
ン
ド
大
村

の
5
庖
舗
も
、
庖
内
放
送
で
の
火
災
予
防

を
呼
び
か
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

火
災
の
な
い
安
息
の
日
々
が
お
く
れ
る

よ
う
、
お
た
が
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ひ
き
さ
安
之
芯
ご
や
か
に

公
民
館
活
動
に

つ
い
て
は
、
各
町
内
会

で
そ
れ
ぞ
れ
に
活
動
さ
れ
て
い
る
と
思

く

なごやかな雰囲気で聞かれた町内

会での講座 (泌 ・下久原公民館)

- 4-

防火功労者として、 5団体・ 2個人

に感謝状が贈られた (7{.消防署)

い
ま
す
が
、
下
久
原
公
民
館
で
も
2
年
前

か
ら
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
・
経
済
講
座
が
そ
れ
で
3
月
刊
日

は
、
日
常
生
活
の
中
で
必
要
か
つ
関
心
の

高
い
年
金
と
税
金
、
そ
し
て
訪
問
販
売
な

ど
に
よ
り
被
害
が
出
て
い
る
悪
徳
商
法

に
つ
い
て
、
担
当
す
る
市
職
員
を
呼
ん
で

の
垂
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
フ
ム
、
フ
ム
と
聞
き
入
る
人
」
「
へ
え

i
そ
ら
知
ら
ん
や

っ
た
」
「
こ
こ
は
ど
げ
ん

な
っ
と
っ
と
ナ
」
な
ど
、
ひ
ざ
を
交
え
て

の
打
ち
解
け
合
っ
た
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

が
印
象
的
で
し
た
。

同
町
内
会
で
は
、
今
後
も
専
門
講
師
に

よ
る
い
ろ
ん
な
内
容
の
勉
強
会
な
ど
、
知

識
の
向
上
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

を
設
け
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。



金

4月かs保限料'bi:嚢わります

年民国

8，400円
8，800円

定額保険料
付加保険料

現
在
皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
保
険
料
は
、

年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
の
た
め
に
生
か

さ
れ
て
い
て
、

物
価
上
昇
率
に
応
じ
て
年

金
額
も
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
ノ
去
五

二市長、議長、地元の 3代夫婦の雪山

iん一家などによる渡り初め式
(危 ・今富

1のせ;三:出!?2T;;ii号待i
:成、 2月20日渡 り初め式が行われまif号iZZ

し~ ¥， )σ〉 し る
え てたて 年
ま、めい 代
す保:に なに
。険 も け な
料長れつ
の期 ば た
ヲ|的な時
き な り
上財ま年
げ 政 せ 金

広報お おむ ら 平成 2年 4月号

年
金
制
度
の
健
全
な
育
成
の
た
め
に
、

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な

い
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

。
付
加
保
険
料
:・
定
額
の
保
険
料
に
、
月

額
4
0
0
円
を
上
乗
せ
し
て
納
め
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
付
加
保
険
料
を
納
め
た
月

×
2
0
0
円
(
年
額
)
が
加
算
さ
れ
て
、

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
年
金
係

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

ち
の
納
付
書
で
は
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
早
目
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

4
月初
U

日
ま
で
に

平
成
元
年
度
の
年
金
は
、
4
月
幻
日
(お

日
は
金
融
機
関
休
み
、

mu
・
初
日
が
日
曜

・
祭
日
の
た
め
)
を
過
ぎ
る
と
、
お
手
持

は
参
ど
の
く

S
い
mw

-
1
4月
は
土
地
月
間

l
l

〈
知
っ
て
お
き
た
い
土
地
事
情
〉

。
土
地
に
つ
い
て
は
公
共
の

福
祉
が
優
先

土
地
は
、
限
り
あ
る
貴
重
な
資
源
で
す
。

生
活
や
仕
事
に
と
っ
て
不
可
欠
な
だ
け
で
な

く
、
土
地
の
利
用
の
仕
方
で
周
囲
の
人
た

ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
土
地
の
取
得
、
利
用
、
処

分
に
当
た

っ
て
は
、
公
共
の
福
祉
の
た
め

に
土
地
の
持
性
に
応
じ
た
制
限
や
負
担
が

課
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

。
適
正
か
つ
計
画
的
な
利
用
を

土
地
は
周
囲
の
土
地
利
用
の
状
況
を
始

め
と
す
る
地
域
の
諸
条
件
に
応
じ
て
適
正

か
つ
計
画
的
に
利
用
さ
れ
て
こ
そ
国
民
の

利
益
を
増
進
さ
せ
る
も
の
で
す
。

。
投
機
的
な
土
地
取
引
は
行
な
わ

れ
で
は
な
ら
な
い
も
の
で
す

儲
け
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
取
引

さ
れ
る
と
、
高
値
取
引
の
横
行
な
ど
に
よ

確
定
申
告
、
が
間
違
っ
て
い
た
と
き
は

〈税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き
〉

「
更
正
の
請
求
」
を
し
で
正
し
い
税
額

に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

更
正
の
請
求
は
、
翌
年
の
確
定
申
告
期

限
ま
で
で
す
。

〈税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き
〉

「
修
正
申
告
」
を
し
て
正
し
い
金
額
に

訂
正
し
て
く
だ
さ

い
。

自
主
的
に
修
正
申
告
を
し
た
と
き
は
、

過
少
申
告
加
算
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
の
で

り
地
価
が
高
騰
し
た
り
し
ま
す
。

。
地
価
公
示
を
調
べ
ま
し
ょ
う

地
価
公
一部
は
、
都
市
計
画
区
域
内
の
各

地
域
で
標
準
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る

土
地

(1
標
準
地
)
を
選
ん
で
そ
の
適
正

な
土
地
価
格
を
公
表
し
、
売
買
す
る
際
の

目
安
に
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

※
地
価
公
示
は
、
市
企
画
調
整
課
、
出
張

所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

土
地
評
価
な
ど
の
無
料
相
談

日
時

4
月
2
日
何
、
午
前
日
時
i
午
後

4
時

場
所

主
催

部
会

県
庁
第
1
別
館
会
議
室

附
日
本
不
動
産
鑑
定
協
会
長
崎
県

お
早
目
に
。

な
お
、
納
税
は
即
納
で
す
。

〈確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
〉

た
だ
ち
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

自
主
的
に
期
限
後
申
告
を
し
た
と
き
は
、

無
申
告
加
算
税
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
納
税
は
即
納
で
す
。

問
い
合
わ
せ

諌
早
税
務
署

(宮
⑫

1
3
7
0
)
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Vなかなか上手だいノ

(%・竹松住民センター〉

竹松小校区健全協では、世代聞のふれ

あいで¥健全育成を図ろうと3月刊日、

竹松住民センターでわらぞうり作りを楽

しみましだ。

児童や若いお父さん¥お田さん、そし

て、わらぞうり名人のおじいさんなど約

50人ガ参加。

「おじいちゃん、ここはどげんすると」

「そこは¥こげんすっと¥ノ、-.J0 会場は終

始なこやかでし定。

惨

さ。
か

1iミ

(じ
'%祭

言喜子 』品問 、 1ミ ，~\ を 1 り
怪ワ雲ると動 、3発 4

B~ 買うのめ 実問表習〕
あ づ¥析と親を 領3す喬

わ ね行民宅なる亦
ミiH同日量LU3軒ルゾ

4

司
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
か
れ
ん
な
舞

(
v
m

・
市
民
体
育
館
)

「
見
て
く
、だ
さ
い
¥
こ
ん
な
に
上
達
し
ま
し

だ
よ
」
と
3
月
叩
白
¥
市
民
体
育
館
で
新
体
操

ク
ラ
ブ
の
発
表
会
、
ガ
行
わ
れ
ま
し
だ
。

団
体

・
個
人
ガ
あ
り
¥
ボ
ー
ル
や
リ
ボ
ン
な

ど
を
使
つ
て
の
か
れ
ん
な
演
技
に
、
お
父
さ
ん
¥

お
田
さ
ん
た
ち
か
ら
盛
ん
な
声
援
が
送
ら
れ
ま

し
た。

企手軽なスポーツで人気J二昇
(X.西中体育館〉

手軽なスポーツとして楽しまれている
インディ戸力大会ガ3月 4目、西中体育

館で行われました。

インディ戸力は、ルールはほぼバレー

ボ、ールと同じで¥バドミントンの羽根を

大きくしだようなものを手のひらで打ち

合うスポーツ。
この臼は、12チーム約オ 0 0人ガ参加。

和気あいあいに楽しんでいましだ。
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‘気合充分ノ (;{.市民{本青館〉

春の火災予防運動にちなんだ、「防火少

年剣道大会」ガ3月4巴¥市民体育館で

行われましだ。

小学生から中学生約600人ガ出場¥

勝ち抜き戦や¥個人 ・団体戦まで、気合

のこもつだかけ声ガひびきましだ。



力
の
こ
も

っ
た
作
品
づ
ら
り

l

第

2
回
子
ど
も
美
術
震

l

子
ど
も
た
ち
の
情
操
教
育
と
健
全
育
成

を
目
指
し
た
「
第
2
因
子
ど
も
美
術
展
」

が
、
3
月
1
日
か
ら
5
日
ま
で
、
市
コ
ミ

セ
ン
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

• 
1言支
:2 ~ニ

z ご年
日沓
自と
とも

ゑみ

広報おおむら平成 2年 4月号

勤労青少年ホーム

z E調的lrJ~(Ð匂

小
学
生
か
ら
中
学
生
を
対
象
に
中
央
公

民
館
(
市
コ
ミ
セ
ン
)
が
主
催
。
応
募
数

は
、
書
道
の
部
9
2
6
点
、
絵
画
の
部
8

5
7
点
、
入
賞
作
品
3
3
0
点
で
し
た
。

¥!iI 

利用できる人 市内に居住

または、市内に勤務する30

歳未満の勤労青少年

利用できる時間 午後 1時

~9 時

申し込み・問い合わせ

勤労青少年ホーム (宮⑬ 1

3 5 3) 

〔絵画の部〕

市長賞・・・よしむらともとし〈ん

(萱瀬小 1年)の作品

曜日 講座名 備考 曜日 講座名 備考

月
料 E里 d-F，4トI4、、 道 宗偏流

卓 球 初心者 パッチ ワー ク

芯ノt 、 道 長千家 木 華 道 新池坊

火 紙 粘 土 ノfトミン トン

華 道 池坊 車 球 初心者

3 B 体操 華 道 専正池坊

* 
茶 道 表千家

金
アートフラワー

書道 ・ペン習字 着物着付

華 道 安達流

三
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
(敬
称
略
)

書
道
の
部

市
長
賞
:
・
水
田
と
も
み
(
中
央
小
2
年
)

議
長
賞
・
:
松
山
邦
秀

(大
村
小
3
年
)

教
育
長
賞
:・
辻
奈
津
代

(郡
中
3
年
)

絵
画
の
部

市
長
賞
:・
よ
し
む
ら
と
も
と
し

(萱
瀬

小
1
年
)

議
長
賞
:
・
向
田
賢
司

(
萱
瀬
小

5
年
)

教
育
長
賞
:
・
南
賢
志

(大
村
中

B
&
G
「
少
年
の
錨
」

体
験
航
海
し

8
月
9
日
同
j
は
白
骨

費

用

念

万

6
千
円

資

格

小

学
校
6
年
生

募
集
人
員

2
人

野菜・花・くだものに「ふれあしりしてみませんか

レイふボー(虹)パスヴアー
期日 5月13日(日)母の目、午前 9時~

募集人員 市内の主婦100人
締め切り 4月10日(火)

応募方法 ハガキに住所・氏名・年齢・職業を記入

して申し込んでください。

申し込み・問い合わせ 大村市農業協同組合レイン

ボーパスツアー係(宮⑬ 61 6 1) 

※
申
告

・
納
付
の
問
い
合
わ
せ
は

。
長
崎
県
労
働
部
雇
用
保
険
課
(
〒
籾
長

崎
市
江
戸
町
2

|
日
告
長
崎
⑫
0
6
9
4

0
長
崎
労
働
基
準
局

(
〒
側
長
崎
市
岩
川

町
日
!
日
告
長
崎
⑬
6
3
4
3
)

労

働

保

険

料

申
告
・
綿
付
は
5
月
日
目
ま
で
日

事
業
主
、
労
働
保
険
事
務
組
合
の
皆
さ

ん
、
労
働
保
険
料

(
労
災
保
険
と
雇
用
保

険
)
の
平
成
2
年
度
分
申
告
納
付
手
続
き

は、

4
月
1
日
か
ら
5
月
日
日
ま
で
で
す。

申
告
書
は
、

4
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

4
月
ロ
日
制

B
&
G大
村
海
洋
ク
ラ
ブ

(附
長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会
内
宮
⑫
6

1
9
4
)
 

鯉
⑦
ぎ
り
円。

遊

ω
2い
ま
で

ωち

大
上
戸
川
を
き
れ
い
に
す
る
会
で
は
、

毎
年
節
句
を
祝

っ
て
本
堂
川
橋
付
近
に
鯉

の
ぼ
り
を
揚
げ
て
い
ま
す
。

家
庭
に
鯉
の
ぼ
り
が
遊
ん
で
い
た
ら
寄

贈
く
だ
さ
い
。

受
け
付
け

4
月
初
日
⑥
ま
で

連
絡
先

(
宮
(⑪
0
1
2
2
下
山
、

3
0
7
0
橋
村
)

- 7-
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内容

①いま活動しているクラブ

-サクjレ名

②入会した動機など

③現在の活動状況など

④今後の抱負など

岡
部
好
宏
さ
ん

(お
歳
・
寿
古
町
)
会
社
員

田

中

俊

己
さ
ん

(
引
歳
・
植
松
3
丁
目
)
自
営
業

い
り
ち
ょ
し
家
族

福田さん一家(西部町)

壮
一
く
ん
(
ロ
)

①
ザ
ッ
パ

i
チ
l
ム

(
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
i
)

②
5
年
前
、
ハ
ワ
イ
に
行
っ
た
と
き
初
め
て
乗

り
、
そ
の
時
か
ら
魅
力
を
感
じ
て
い
た
。
そ
の

後
、
友
人
と

一
緒
に
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
を
や
ろ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
始
め
ま
し
た
。

③
暖
か
く
な
る
こ
れ
か
ら
が
シ
ズ
ン
で
、
日

曜
日
な
ど
を
利
用
し
て
練
習
し
ま
す
。

ジ
ェ

ッ
ト
ス
キ
ー
は
、
船
型
ボ
l
ド
に
エ
ン

ジ
ン
と
ハ
ン
ド
ル
が
つ
い
た
海
の
ス
ポ
ー
ツ
。

水
面
を
滑
る
よ
う
に
、
飛
ぶ
よ
う
に
走
航
す
る

と
き
は
、
興
奮
し
、
す
べ
て
の
事
を
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

テ
ク
ニ
ッ

ク
が
向
上
す
る
と
、
潜
っ
た
り
、

片
足
を
付
け
て
の
タ
l
ン
、
飛
ん
で
の
タ
l
ン

な
ど
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
し
、
ス
ピ
ー
ド
も

出
ま
す
が
、
と
で
も
難
し
い
で
す
ね
。

ま
た
、

プ
ロ
ペ
ラ
は
中
に
入
り
ジ
ェ
ッ
ト
式

に
な

っ
て
い
る
の
で
安
全
で
、
家
族
や
友
達
な

ど
と
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
楽
し
む
こ
と
も
出
来
ま

す
。
た
だ
、
小
型
船
舶
の
免
許
が

い
り
ま
す
。

命
汲
静
か
な
素
晴
ら
し
い
大
村
湾
を
利
用
し
、

総
合
的
な
マ
リ
l
ン
レ
ジ
ャ
ー
施
設
を
設
け
、

全
国
レ
ベ
ル
の

レ
l
ス
な
ど
を
催
す
こ
と
が
出

来
れ
ば
す
ば
ら
し
い
な
!
と
思
い
ま
す
。

①
お
お
む
ら
太
鼓
連

②
当
時
日
歳
で
東
京
に

い
た
ん
で
す
が
、

盆
踊

り
な
ど
の
太
鼓
の
音
に
ひ
か
れ
る
も
の
が
あ
り
、

そ
れ
が
き

っ
か
け
で
始
め
ま
し
た
。

大
村
に
来
て
か
ら
、
夏
越
ま
つ
り
か
ら
の
依

頼
で
、
打
ち
手
を
募
集
し
出
演
し
て
い
ま
し

た
。

ω年
4
月
に
、
年
間
を
通
じ
た
練
習
を
し

よ
う
と
「
合
和
む
ら
太
鼓
連
」
を
結
成
。
今
年

で
6
年
目
を
迎
え
ま
す
。

③
現
在
、
会
員
は
約

ω人
、
大
人
と
子
ど
も
に

分
か
れ
、
市
コ

ミ
セ
ン
で
月
2
回
づ

つ
の
練
習

を
し
て
い
ま
す
。

ア
人
か
ぞ
く
で

広報おおむら平成 2年 4月号

視聴覚ライブラリー

市民映 4量、
: 

こん怒号事比四-;/鎚ってaφ
決OO~80~匂号?J

(ラグビー〉

画
4月刊日(土)午後2時~午後3時30分
西大村コミセン 入場無料

くフィルム名〉
・さいごのお客さま (戸二メーション↑0分〉

・父ちゃんと僕たちのスクラム (家庭教育48分〉

t ， 
‘ 

田
中
ク
ニ
さ
ん
岡

山
e

(
刀
歳

・
須
田
ノ
木
町
)
主
婦

田

中

信

子
さ
ん

(印
歳
・

玖
島
2
丁
目
)
主
婦

11 

'. 
白、
.. .. 
" ¥1 、

4 、"‘

物
語
り
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
一
く
じ
ら
太
鼓
」
、

雄
壮
な
一
戊
辰
太
鼓
」、

に
ぎ
や
か
な
感
じ
の
「祭

り
」、

こ
の
3
曲
が
私
た
ち
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
で

す
。太

鼓
に
は
楽
譜
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
体

で
覚
え
て
い
く
ん
で
す
が
、
大
切
な
の
は
、

リ
ズ
ム
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
。
メ
ン
バ
ー
の
1
人

が
1
1
2
回
休
む
と
、
音
が
全
然
合
わ
な
く
な

り
ま
す
。

今
ま
で
に
、
夏
越
ま
つ
り
を
は
じ
め
市
内
の

諸
行
事
、
県
内
の
祭
り
、
九
州

一
円
で
行
う
太

鼓
の
共
演
や
、
先
般
は
国
際
交
流
で
中
国
に
も

大村子ども劇場 お疋のしみ会

勘作座公演「うさぎの木登り」

大村ふるさと劇団 IIDJ作座」の公演と子ど

も劇場会員のう芝、踊り、劇などのたのしい

集い。
4月30日(月)

市民会館

問い合わせ

①
恵
友
会

(書
道
)

②
信
子
さ
ん
(
義
妹
)
は
約
叩
年
前
、
市
コ

ミ
セ
ン
で
行
わ
れ
る
書
道
講
座
が
あ
る
の
を
知

り
入
会
。
講
座
終
了
後
、
恵
友
会
が
発
足
さ
れ

ま
し
た
。

ク
ニ
さ
ん
も
そ
れ
か
ら
1
年
後
、
老
人
大
学

を
受
講
、
そ
の
時
、
現
先
生
の
書
と
講
話
に
ひ

か
れ
同
会
に
入
会
。

⑦
現
在
会
員
は
ロ

1
日
人
。
月
3
回
(
第
1
・

3
・
4
火
曜
日
の
午
前
中
)
の
定
例
会
が
あ

っ

て
い
ま
す
。
指
導
者
の
馬
場
恵
峰
先
生
の
お
手

本
を
元
に
、
自
宅
で
練
習
す
る
ん
で
す
が
、
書
け

ば
書
く
程
難
し
く
、
奥
が
深
い
な
あ
i
と
感
じ

て
い
ま
す
。

発
表
の
場
と
し
て
は
、
コ

ミ
セ
ン
ま
つ
り
が

あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
義
理
の
姉

・
妹
で
す
が
、
同
じ

趣
味
を
も
ち
、
話
題
も
合
っ
て
、
と
も
に
生
き

が
い
と
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

④
先
生
の
書
の
指
導
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
お

も
し
ろ
く
で
豊
富
な
講
話
と
、
仲
間
の
人
た
ち

も
な
ご
や
か
で
、
と
て
も
ま
と
ま
り
の
あ
る
楽

し
い
会
で
す
。
あ
な
た
も

一
緒
に
ど
う
で
す
か
。
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ぼ
く
の
家
は
¥

す。
ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
戦

争
へ
行
き
日
本
の
た
め
に
が
ん
ば

っ
て
き
ま
し
疋
。
そ
れ
か
ら
も
ず

っ
と
働
い
て
き
て
、
さ
い
さ
ん
は
、

つ
か
れ
て
ね
た
り
あ
き
だ
り
で
す
。

ぼ
く
か
食
事
を
も
っ
て
い
く
と
よ

ろ
こ
ん
で
く
れ
る
し
¥
と
き
に
は
¥

お
こ
づ
か
い
を
く
れ
ま
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
¥
田
ん
ぼ
な

ど
お
父
さ
ん
の
手
伝
い
を
し
て
く

れ
ま
す
。

み
ん
な
な
か
が
い
い
で
す
。
そ

ん
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
が
大
す
き
で
す
。

行
っ
て
き
ま
し
た
口

こ
ん
な
縁
で
、
市
内
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内

・

外
の
太
鼓
好
き
の
メ

ン
バ
ー
と
の
交
流
、
ま
た
、

そ
れ
を
取
り
巻
く
人
と
の
輪
が
広
が
り
、
こ
の

活
動
に
大
き
な
弾
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。

命
現
在
、
県
内
に
は
印

i
m
の
チ
l
ム
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
チ

l
ム
が

一
同
に
集
ま
り
競

演
を
し
て
み
た

い
。
そ
れ
と
、

国
際
交
流
を
行

い
、
日
本
古
来
の
伝
統
を
外
国
に
も
伝
え
た

い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
、
太
鼓
の
打
ち
子
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
緒
に
ど
う
で
す
か
。

平成2年1月7日長与で行われた県予戦での優勝スナップ

後
輩
た
ち
に
、
少
し
で
も
強
く
な
っ
て
ほ
し

い
と
の
願
い
か
ら
、
O
B
間
で
練
習
相
手
に
な

れ
な
い
だ
ろ
う
か
と
の
声
が
高
ま
り
、
そ
れ
が

き
っ
か
け
で
昭
和
日
年
8
月
創
部
し
ま
し
た
。

現
在
部
員
は
お
人
、
練
習
は
週
2
回
郡
中
グ

ラ
ン
ド
の
ナ
イ
タ
ー
で
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
ト
ス

な
ど
を
行
い
、
体
力
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

最
初
の
頃
は
、
公
式
戦
に
出
て
も
1
回
戦
ボ

ー
イ
で
し
た
が
、
昨
年
あ
た
り
か
ら
県
内
で
は

だ
ん
だ
ん
負
け
知
ら
ず
に
な
り
、
今
年
2
月、

北
九
州
市
で
行
わ
れ
た
全
九
州
ク
ラ
ブ

・
実
業

団
の
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

成
績
は
初
戦
で
敗
れ
、

残
念
な
が
ら
勝
利
を

物
に
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
強
豪
チ
l
ム
と
対
戦
す
る
こ
と
に

よ
り
、
私
た
ち
の
今
後
の
励
み
に
な
る
し
、
後

輩
た
ち
へ
の
良
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
も
、

い
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も

一
緒
に
ど
う
で
す
か
。

連
絡
先

(宮
⑧
4
7
0
7
宮
地
)

午後2時~ 4時

大村子ども劇場 (fi⑮ア 063)

〈
汁
ャ
り
ネ
山

〉

長崎北 59
諌早24

NCC長ID奇文化放送

4月1日開局
長崎27、
佐世保 31、
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ボ
めリ
投オ
与 2
を 3

5き

該
当
す
る
乳
幼

児

・

生
後
6
か
月

1
刊

か
月
ま
で
の
初
回
投
与
を
受
け
て
な
い
乳

幼
児

-
2
回
目
投
与
を
受
け
て
な
い
刊
か
月
ま

で
の
幼
児

受
け
ら
れ
な
い
乳
幼
児
・
発
熱
も
し
く

は
下
痢
を
伴
う
急
性
疾
患
、
重
症
結
核
、

心
臓
血
管
系
疾
患
、
病
後
衰
弱
栄
養
障
害

な
ど
の
乳
幼
児

-
麻
し
ん
な
ど
、
生
ワ
ク
チ
ン
援
檀
後
1
か

月
を
経
過
し
て
な
い
乳
幼
児

-
1
年
以
内
に
ひ
き
つ
け

(
け
い
れ
ん
)

を
お
こ
し
た
乳
幼
児

お

願

い

・
当
日
は
、
母
子
健
康
手
帳
を

生ワクチン投与日程表

接種会場 接種目

市 役 所 4月3日
萱 瀬出張所 (火)
西大村コミセン

4 月体)4 自ニ 浦 出張所

鈴田 出張所

竹松 出張 所 4月5日
福重 出張 所 同
中地区公民館 4月6日

松 原出張 所 | (創

ご
持
参
く
だ
さ

い

・
体
温
を
計
っ
て
来
て
く
だ
さ
い

-
ワ
ク
チ
ン
を
飲
ま
せ
た
直
後
の
授
乳
、

飲
食
は
避
け
ま
し
ょ
う

育
児
¢
と
一
「
E
1
1

よ
く
働
く

風
し
ん
任
意
予
防
接
種

妊
婦
が
、
妊
娠
初
期
に
風
し
ん
に
か
か

る
と
、
先
天
性
異
常
児
(
白
内
障
、
心
臓
奇

形
、
難
聴
な
ど
)
が
生
ま
れ
る
心
配
が
あ

り
ま
す
。

風
し
ん
に
か
か

っ
た
こ
と
の
な
い
人
や

予
防
接
種
を
受
け
て
な
い
人
は
、
妊
娠
前

に
抗
体
検
査
を
受
け
、
抗
体
価
の
低
い
人

は
予
防
接
種
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

対
象
と
な
る
人

市
内
に
住
ん
で
い
る
初

歳
以
上
の
女
性

料
金

自
己
負
担

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課
保
健
衛
生
係

由}匂品川
の
作
り
方
ー
そ
の

3
ー

午後 2 時~ 3 時まで時間

今
回
は
、
信
号
伝
達
速
度
の
違
い
と
神

経
の
発
達
と
の
関
係
を
、
わ
か
り
や
す
い
例

で
説
明
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
に
乗
れ
な
い
人
が
、
乗
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
と
練
習
を
始
め
ま
す
。
自

転
車
に
乗
れ
る
人
が
「
左
に
倒
れ
そ
う
に

な

っ
た
ら
左
、
右
に
倒
れ
そ
う
に
な

っ
た

ら
右
に
ハ
ン
ド
ル
を
切
る
ん
だ
よ
」
と
、

教
え
て
く
れ
ま
す
。
頭
で
は
す
ぐ
理
解
で

き
ま
す
が
、
い
ざ
押
し
て
い
る
手
を
は
な

さ
れ
る
と
ど
う
で
し
ょ
う
か
?

手
を
は
な
さ
れ
た
瞬
間
「
ア

ッ
、
倒
れ

る
ノ
」
と
い

う
信
号
が
目
、
体
の
筋
肉
、
耳

の
中
に
あ
る
平
衡
成
法
見
な
ど
の
神
経
か
ら

病(医)院

接種病 (医)院 住所・電話番号

後藤産婦人科医院 西大村本町 宮⑫6015

中央産婦人科医院 水主町 2丁目宮⑫3850

長 里子 病 院 東三城町 包⑬ 1123

福田産婦人科医院 古町 1丁目 包⑫6124

桝本産婦人科内科医院 大川田町 宮⑮8355

おび産婦人科医院 本町 包⑭ 1103

種接脳
み
そ
へ
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

自
転
車
に
乗
る
と
い
う
こ
と
に
関
係
の
あ

る
神
経
は
未
発
達
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

連
結
も
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
何
も
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
、
倒

れ
る
と
い
う
こ
と
は
分
か
っ
て
も
、
ど
う

す
る
こ
と
も
で
き
な
く
て
、
パ
タ
ー
ン
と

倒
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

た
だ
、
幸
い
な
こ
と
に
、
運
動
神
経
は

既
に
発
達
し
て
い
ま
す
か
ら
、
倒
れ
て
も

大
怪
我
は
し
な
い
で
、
上
手
に
倒
れ
る

こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。
も
し
、
運
動

神
経
が
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
ら
ど
う
な

る
で
し
ょ
う
か
?

そ
れ
は
、

0
歳
の
赤
ち
ゃ
ん
を
二
輪
車

に
乗
せ
て
子
を
放
し
た
状
態
を
想
像
す
れ

ば
分
か
る
で
し
ょ
う
。

話
が
そ
れ
ま
し
た
が
、
倒
れ
て
も
倒
れ

健康テレホンサービス
0958・26・5511 

胸廓出口症候群

寝汗

手のしびれ③

夜泣き水

お年寄りのかゆみ木

-10一

火

歯に寿命はあるか

婦人のおりもの

月

土日

金

て
も
、
自
転
車
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
る
た

め
に
、
繰
り
返
し
繰
り
返
し
練
習
を
し
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
、
関
係
す
る
神
経
は

刺
激
を
受
け
、
だ
ん
だ
ん
発
達
を
し
て
枝

分
れ
を
し
、
次
の
必
要
な
神
経
に

つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。

こ
う
し
て
、
よ
た
よ
た
と
乗
れ
る
よ
う

に
去
り
、
更
に
練
習
す
る
と
、
よ
り
確
か

な
神
経
の
連
結
回
路
が
で
き
、
す
い
す
い

と
乗
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

い
か
が
で
す
か。

神
経
の
発
達
の
さ
せ

方
や
、
発
達
を
し
た
神
経
の
働
き
の
違
い

な
ど
、

お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
次
回
か
ら
は
更
に
具
体
的
な

話
に
移
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

耳
と
こ
と
ば
の
相
談
員渡

辺

末
男
先
生



広報おおむ ら 平成 2年 4月号

犬 登録と狂犬病
の予防注射

対
象

生
後
引
日
以
上
の
犬

飼
い
犬
は
、
年

1
回
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

手
数
料

(
1
頭
に
つ
き

登
録
料

予
防
注
射
料

注
射
済
票
交
付
料

問
い
合
わ
せ

2
1
0
0
円

2
0
0
0
円

4
6
0
円

合
計

4
5
6
0
円

環
境
衛
生
課
保
健
衛
生
係

白
ロヨ

ゲ
断

れ
V

国
都

副
老

ぷ

とさら阿 世 午後3鴎

i 午前iO鳴30ρ均 -2穐
iと乙ろ福祉センツ

ヘ
〉
奇
司
、
E

・
4
d
匝
附
f
t
v

-
当
日
は
受
け
付
け
が
混
雑
し
ま
す
の
で

つ
り
銭
が
い
ら
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ

3

0
 

・1
uv・

犬
は
丈
夫
な
鎖
な
ど
で
つ
な
い
で
来
で

く
だ
さ
い
。

-
人
を
か
む
恐
れ
の
あ
る
犬
は
口
輪
を
付

け
て
き
て
く
だ
さ
い
。

-
登
録
と
注
射
が
済
ん
だ
犬
は
、
首
輪
に

鑑
札
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

-
注
射
の
時
犬
が
動
か
な
い
よ
う
、
固
定

出
来
る
人
が
連
れ
て
来
で
く
だ
さ
い
。

県

春

季

慰

霊

祭

場日
所時

4
月
幻
日
開

午
前
叩
時
初
分

長
崎
国
際
体
育
館
(
長
崎
市
松
山
町

月 日 時 間 実施場所

4月 9日 9 : 30~ 14 : 00 ' 大 ネナ 市 役 所

(月) 14 :1 5~ 1 5 : 00 : 木 場 公 民 長官

9 : 30~ 9: 45 今 キt 公 民 長官

9 : 55~ 10 : 15 毒 陸 公 民 自官

4月10日
!1 0 -50|三浦 出 張所

11: 00~ 11 : 15 西部公民館
(x 

11 :40~ 1 2 : 00 陰 平下公 民館

13 : 25~ 14 : 00 I 平 町 (佐藤宅前 )

トーー一一一一
14 : 20~ 14 : 50 I 水 公 民 自官

10: 00~ 1 0 : 30 鈴 田 出 ヲ長 所

4月11日 一~11:40 !上久原公民館

(水J 13: 30~13 : 50 椎池公民館

14: 05~ 14: 20 松 尾 公 民 長官

9 :30~10 : 00 寿 古 公 民 長官

10: 15~11 : 00 干高 重 出 5長 所

4月12日 11 : 1 0~ 11 : 30 立福寺ノくス停
(木1 I 13: ob~ 13 : 30 I宮 小 路公民館

13: 40~14 : 20 富の原 2丁 目公民館

I 14: 30~ 15 : 00 富の原 1丁目児童体育館

9 : 30~ 10: 00 {故 神 A 込年. 広 土着

4月13日 10: 15~11 : 50 西大村コミセン

(金 |13:10~14:oo |池 田 公 民 館

14 : 15~14: 30 堺 回I ~ 、 民 自官

4月16日 9 : 30~ 14 : 00 竹 キよ 出 張 所

(月) 14: 1 0~ 1 5: 00 大村農業 改良普及所

4月17日 9 : 30~ 14 : 00 中地区公民館

l火: 14: 15~ 1 5: 00 桜馬 場 1丁目 公民館

9 : 30~ 9: 50 重井田(今里伸作宅円u)

10: 00~ 1 0 : 30 野岳湖バス停

4月18日
10: 45~11 : 00 東光寺公 民館

11 :15~11 : 50 I松原出張所
水:

I 13: 10~ 13 : 30 I 武 留 路公民館

13 : 45~ 14 : 10 黒丸公民館

14 : 30~ 15 : 00 松山町公民館

I 10: OO~ 1 0 : 15 黒 木 パス終 点

10: 20~10 : 40 里 木 字 校

10: 50~ 11: 10 久良原公民館
4月19日 11 : 20~11 : 50 2E霊ヨ: 瀬 出 張 所

(木:
13 : 1O~ 13 : 20 I 南川内公民館下

13: 35~ 14: 00 宮 代 公 民 自官

農協萱瀬第 l支所

4月20日 10:00~ 11 : 30 植 中公 公 民 長官

(i) I 13: 30~ 14 : 30 上諏訪公 民館

4月23日 9 : 30-14 : 00 大 ネす f呆 健 所

(月) I 14: 15~ 14 : 45 赤佐古公民館

犬の登録・狂犬病予防注射日程表

船
員
遺
旗
の
皆
さ
ん
へ

纏
護
金
を
支
給
し
ま
す

職
務
上
で
死
亡
さ
れ
た
商
船
の
殉
職
船

員
遺
児
へ
、
出
生
か
ら
高
等
学
校
を
通
常
の

期
間
に
よ
り
卒
業
す
る
ま
で
の
期
間
、
援

護
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

援
護
金

1
人
:
・月
額
6
0
0
0
円

別
に
、
入
学
記
念
品
と
し
て
小
学
校
入

学
時
3
万
円
、
中
学
校

・
高
校
入
学
時
、

そ
れ
ぞ
れ
1
万
円
贈
呈
。

但
し
、
生
活
因
窮
者
に
限
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
財
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会

(
東
京
都
千
代
田
区
宮

ω
・
2
3
4
1

0
6
6
2
)
 

手
話
マ
お
話
し

マキ、
3
と
じ
いu
ね

H
H

ー

手
話
講
習
会

l

※12: 00.......13: 00までは休みます。

老
若
男
女
を
聞
い
ま
せ
ん
。

期
間

4
月
四
日
附
か
ら
毎
週
水
曜
日

午
後
6
時
1
8
時

場
所

福
祉
セ

ン
タ
ー

開
講
式

4
月
四
日
附
、
午
後
6
時
初
分

受
講
料

無
料

(テ
キ
ス
ト
代

・
参
考
本

な
ど
は
実
費
)

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
「
手
話
講
習
会
希

望
」
と
書
い

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係
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重
度
心
身
障
害
児

見
禽
を
支
給
し
ま
す

試
験
場

県
立
諌
早
農
業
高
校

〔準
備
講
習
心
苔

希
望
者
は
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

。
乙
種

5
月
お
日
開

・
初
日
山

午
前
9
時
1
午
後
5
時

場
所

諌
早
市
勤
労
者
福
祉
会
館

。
丙
種

6
月
3
日
間
、
午
前
9

時
i
午
後
5
時

場
所

大
村
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

大
村
消
防
署
予
防

係

(
宮
⑫
4
1
3
8
)

一一第
初
回
大
村
市
子
ど
も
大
会

(記
念
大
会
)
一一一

市
内
の
子
ど
も
会
が
一
向
に
会

場
所

市
営
陸
上
競
技
場

告

で

、
子
ど
も
会
員
相
互
の
親
ゴ
く

参
加
対
象

子
ど
も
会
員
お
よ
び

一

一
と
交
流
を
図
り
ま
す
。

育
成
会
員

一一
日
時

4
月
初
日
目
、
午
前
8
時

申
込
期
限

4
月
刊
日

ω

一

戸
叩
分
1
(
雨
天
の
場
合

一
4
月
初

問
い
合
わ
せ

市
子
ど
も
会
事
務
一

一一
日
叩
)

局

(

市

ゴ

ミ
セ
ン

宮
⑬
3
1
6
1
)力

支
給
対
象
者

4
月
1
日
現
在
、

市
内
に
1
年
以
上
居
住
し
、
か

つ

住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、
次

に
該
当
す
る
重
度
心
身
障
害
児
と

同
居
し
介
護
し
て
い
る
保
護
者

-
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
の

交
付
を
受
け
て
い
る
重
度
の
身
体

障
害
児

-
児
童
相
談
所
ま
た
は
、
精
神
薄

弱
者
更
正
相
談
所
が
判
定
し
た
重

お
し
ら
せ

危
険
物
取
扱
者
試
験

〔危
険
物
取
扱
者
苛
弘
昌

試
験
日

6
月
打
日
間

試
験
種
目

乙
種
及
、
び
丙
種

願
書
申
請
期
間

4
月
げ
日

ω
l

u
日
制

度
の
精
神
薄
弱
児

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
I
級
の
認

定
を
受
け
て
い
る
重
度
心
身
障
害

児見
舞
金
額

1
万
円

受
付
期
間

4
月
2
日
m
l
M
日

同
門必

要
な
も
の

身
体
障
害
者
手
帳

ま
た
は
療
育
手
帳
、
住
民
票
謄
本
、

保
護
者
名
儀
の
預
金
通
帳
(
郵
便

局
以
外
の
も
の
)
、印
鑑
ほ
か

申
請
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
児

童
家
庭
係g

a
@宮
古
ゐ
小、
一

千口同校
、
大
学
、
専
門
学
校
に
修
バ

一
学
さ
せ
る
の
に
必
要
な
資
金
に
お

一

一
因
り
の
母
子
及
び
寡
婦
家
庭
に
貸

一

九
し
付
け
を
行

っ
て

い
ま
す
。

〈

一
※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
母
子
相
談
一

…

員
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

…

一HU白
V
R
ω
W
V
3

司

旅
券
法
を
改
正

旅
券
法
の
改
正
に
伴
い
、
4
月

1
日
以
降
の
旅
券
申
請
分
よ
り
事

務
の
取
り
扱
い
が
変
わ
り
ま
す
。

主
な
改
正
内
容

①
原
則
と
し
て

一
往
復
用
旅
券
が

が
廃
止
さ
れ
、
5
年
間
有
効
の
数

次
往
復
用
旅
券
の
み
と
な
り
ま
す
。

⑦
代
理
申
請
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ

ま
す
。

③
合
冊
制
度
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。

④
旅
券
申
請
で
、
一
渡
航
費
用
の
支

払
い
能
力
を
立
証
す
る
書
類
」
が

不
要
と
な
り
ま
す
。

⑤
身
元
確
認
の
取
り
扱
い
が
、

一

部
変
更
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
県
国
際
交
流
課
旅

券
渉
外
班
(
宮
長
崎
⑫
1
1
1

1
)
 

平
成

2
年
度

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
登
録

5
月
訂
日
肘

締
め
切
り

登
録
の
条
件

・
日
常
活
動
が
で
き
る
範
囲
内
で

結
成
し
て
く
だ
さ
い
。

-
単
一
団
体
で
日
常
活
動
が
で
き

な
い
場
合
は
、
隣
接
す
る
団
体
と

合
併
し
て
登
録
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
、
複
数
の
少
年
団
の
登
録
は

認
め
ま
せ
ん
。

-
締
め
切
り
後
の
登
録
ま
た
は
、

追
加
登
録
は
認
め
ま
せ
ん
が
、
転

入
生
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

登
録

・
問
い
合
わ
せ

体
育
課

※
登
録
用
紙
は
、
体
育
課
に
あ
り

ま
す
が
、
登
録
し
た
人
の
み
出
場

を
認
め
ま
す
の
で
、
記
入
も
れ
な

ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

大

村

さ

く

ら

マ
ラ
ソ
ン
大
会

県
生
涯
学
習
大
学

を

開

設

期
間

5
月
1
平
成
3
年
3
月

場
所

県
央
地
区

対
象
・

人
員

成
人
・
犯
人

-
小

・
中
学
生
l
m
円
・
高
校
生

l
測
円

・
一
般
H
H
側
円

申
込
期
限

4
月
比
日
@

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

体
育
課

※
申
込
用
紙
は
、

小
・

中
学
校
及

び
体
育
課
に
あ
り
ま
す
。

※
電
話
、
ハ
ガ
キ
に
よ
る
申
し
込

み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

※
小

・
中

・
高
校
生
は
、
必
ず
新

学
年
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

-12-

第
加
回
少
年
野
球
大
会

期
日

5
月
ロ
白
川

・
日
日
間

場
所

市
営
野
球
場
ほ
か

チ
i
ム
編
成
・
対
象

1
チ
ー
ム

日
人
以
内

。
小
学
生

4
1
6
年
生

。
中
学
生

学
年
は
問
い
ま
せ
ん

申
込
期
限

5
月
1
日

ω

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

体
育
課

※
組
み
合
わ
せ
抽
選
は
、
主
催
者

側
で
行
い
ま
す
。

※
編
成
は
、

登
録
し
た
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
単
位
。
編
成
が
困
難
な

少
年
団
は
、
隣
接
す
る
少
年
団

と
の
合
併
を
認
め
ま
す
。

内
容

①
青
少
年
育
成
コ
l
ス

②
明
日
の
人
生
を
ひ
ら
く
ゴ
l
ス

③
地
域
社
会
マ
つ
く
り
コ

l
ス

問
い
合
わ
せ

市
社
会
教
育
課
、

中
央
公
民
館

(
宮
⑭
3
1
6
1
)
、

中
地
区
公
民
館

(
宮
(⑪
1
3
7
6
)



広報おお む ら 平成 2年4月号

中

地

区

公

民

館

ま
つ
り

中
地
区
公
民
館
を
利
用
し
て
い

る
団
体

・
グ
ル
ー
プ
が
日
頃
の
活

動
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

〔舞
台
発
表
の
部
)

日
時

4
月
日
日
側
、
午
前
印
時

ー
午
後
4
時

場
所

中
地
区
公
民
館

内
容

民
踊
、
謡
曲
、
民
謡

(唄

・
三
味
線
)、詩
吟
、
詩
舞
、
剣
舞
、

民
踊
子
供
会
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
、

合
唱
、
日
舞
、
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
バ

レ
i
、
健
康
体
操
ほ
か

〔展
示
発
表
の
部
ロ

日
時

4
月
幻
自
由
l
n
日
開

午
前
9
時

1
午
後
4
時
初
分

(お

日
は
午
後
3
時
ま
で
)

場
所

中
地
区
公
民
館

内
容

水
彩
画
、
油
彩
画
、
デ

ッ

サ
ン
、

木
目
込
み
人
形
、
俳
句
、

フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う
、
木
彫
、
フ

ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
、
藤
手
芸
、
生

花
、
書
、
和
裁
、
手
あ
み
、
紙

粘
土
人
形
、
茶
花
、

お
り
紙
、

茶
会

(茶
券
は
当
日
会
場
で
発
売

し
ま
す
)
、

着
物
着
付
(
実
演
)

公営住宅入居者募集

観1日 名 lI 数 l一家賃 (月額円)
1 久原第-11 3DK  moo 

上小路第一 1 t 2 K 4，800 I 
原| 10 2 K~ 3 K I 7， 300~ 10，200 

松 2 3 K~ 3 D 瓦 7 ， 600~ 17， 000 

2 1久原第二 i 4 3 D K I 15 ， 400~ 1 8 ， 200 
|原口アパート l 13 D K 19，200 

2 3DK  20，500 

種小路口第一 I I 2 K 2，800 

|市営 |

受け付け 4 月 5 日 (木)~ 12 日 (木)

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限があります。

〔バ
ザ
|〕

う
ど
ん
、
コ
ー
ヒ
ー
、
ケ
l
キ、

す
し
、
弁
当
、
か
る
か
ん
、
マ
ド

レ
l
ヌ
、
自
然
食
、
小
物
作
品
な

と、、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
を
見
な
が
ら

多
良
山
〈
口
壁
ウ
オ
ー

ク
ラ
リ
ー
大
会

日
時

5
月
日
日
間
、
午
前
7
時

初
分
集
合

集
合
場
所

黒
木
駐
車
場

内

容

・

A
コ
l
ス
l
黒
木
1
大

花
山

1
五
家
原

1
金
泉
寺
1
経
ケ

岳
1
岩
屋
越
1
黒
木

(約
日
時
間
)

・
B
コ
!
ス

1
黒
木

1
大
花
山

i

五
家
原

1
金
泉
寺
1
経
ケ
岳

1
つ

げ
尾

1
黒
木
(
約
9
時
間
)

-
C
コ
l
ス
l
黒
木
1
大
花
山

1

五
家
原
1
金
泉
寺
1
黒
木
(
約
7

種別 常団地名 戸数 間取り 家賃 (月額 ・円)

l 盤 4 2DK~4D~ 15， 450~20 ， 600 

久原第二 7 4 D K I 21，830 
城 4 3DK 28，530 

種
松山 9 3DK 28， 320~29 ， 870 

本小 路 5 3 D K: 32，960 

2 
中直 松 5 2K 5， 350~ 5，560 
A吊li. 舟生 2 i2D川1l .330~ 19. 570
久原第一 1 

城 2 3 D K I 18，740 

種
松山 3 3 D K: 21 ，1l 0~23 ， 170 
桜 馬場 3 3K 26，780 

|県営 |

時
間
)

参
加
資
格

満
日
歳
以
上

(た
だ

し
日
歳
末
満
は
保
護
者
の
同
意
書

が
必
要
で
す
)

主
催

多
良
火
山
火
口
僻
ず乞
歩
く

市
民
の
会

協
力

大
村
山
岳
会

参
加
料

1
人
5
0
0
円

募
集
人
員

1
0
0
人

申
込
期
間

4
月
9
日
刊
l
m
日

土申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課

春
季
市
民

テ
ニ
ス
大
会
(
硬
式
)

日
時

4
月
幻
日
間

-m日
目

(雨
天
時
は
お
日

・
初
日
)
午
前

9
時

用紙配布 4 月 2 日 (月)~

申し込み 4 月 9 日 (月 )~ 13 日 (釘まで

抽選日 4月18日(利 午後 1時30分から

※申込者が募集戸数に達 しない時は募集戸数に達す

るまで、受け付けます。

※収入な どに制限 があります。

申し込み・問い合わせ 県住宅供給公社大村事務所

(包⑫ 68 2 5) 

場
所

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種

目

・

4
月
幻
日

ω・:
男
子

・

女
子
B
級
ダ
ブ
ル
ス

-
4
月
初
日
間
・:
男
子

・
女
子
A

級
ダ
ブ
ル
ス

参
加
資
格

市
内
在
住
者
及
び
在

勤
者

(高
校
生
可
)

参
加
料

1
組
2
0
0
0
円

申
込
期
限

4
月
ロ
日
肘

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

(宮
⑮
7
8
9
4
宮
崎
)

年齢 17歳以上23歳未満

※詳 しくは、(社)長崎県モータ ーボー ト

競走会 (ft⑫ 61 9 4 )へ

多
良
岳
県
立
公
園

EZモーターボート

選手募集申

黒
木
登
山
口
山
開
き
式

主場日
催所時

4
月
日
仏
日
側
、
午
前
9
時

黒
木
バ
ス
停
前
広
場

大
村
山
岳
会

な
お
、
当
日
は
多
良
岳
方
面
へ

の
清
掃
登
山
を
行
う
予
定
で
す
。

道三闘賞募集三

十 13-

練習日 毎週土曜日、午後

2 時~4 時30分

場所 市コミセ ン

対象 小学4年生~中学生

の男・女

会費 月 2，0.0 0円

入会金 1 ，0 0 0円

問い合わせ (ft⑬2303富永)

み
ん
な
で
歌
お
う
!

歌
は
未
来
に
夢
を

歌
は
や
さ
し
い
心
を
・
.

歌
は
す
ば
ら
し
い
友
を

あ
な
た
に
は
こ
ん
で
く
れ
る

さ
あ
!
み
ん
な
集
ま
れ
!

大
き
な
声
で

歌
い
ま
し
ょ
う
!



ぼ
し
ゅ
う

奨
学
生
(
高
校
・
大
学
)

。
長
崎
県
富
亘
央
会
奨
学
生

募
集
期
限

5
月
凶
日
同

志
願
資
格

県
内
に
1
年
以
上
住

所
を
有
す
る
人
の
子
弟
で
、
大
学

に
在
学
中

(4
月
進
学
予
定
者
を

含
む
)
の
人
の
う
ち
、
経
済
的
理

由
に
よ
り
修
学
困
難
で
、
か
つ
、

人
物

・
学
業
共
に
優
れ
て
い
る
人
。

貸
与
月
額

-
平
成
2
年
度
入
学
者

国

・
公
立

1
万
8
千
円

私

立

2

万
4
千
円

・
元
年
度
以
前
入
学
者

国

・
公
立

1
万
5
千
円

私
立

2
万
円

。
大
村
市
奨
学
生

募
集
期
限

4
月
幻
日
倒

志
願
資
格

市
内
に
住
所
を
有
す

る
人
の
子
弟
で
、
高
校

・
国
立
高

専

・
大
学
に
在
学
中

(4
月
進
学

予
定
者
を
含
む
)
の
人
の
う
ち
、

経
済
的
理
由
で
学
費
の
支
弁
が
困

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
、

学
業
成
績
が
良
好
で
心
身
と
も
に

健
康
な
人

貸
与
月
額

高
校

・
高
専

7
千
円

大
学

1
万
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
教
育
委
員
会
庶
務
課

こ
も
ん
じ
よ

古
文
書
を
読
む
会

初
級
講
座
会
員

藩
政
時
代
の
文
書
や
、
手
紙
な

ど
を
読
ん
で
、
少
し
で
も
郷
土
の

歴
史
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

毎
月
2
回
(
第
1
・
3
水

「
お
り
紙
で
遊
ぼ
う
」

教
室
の
参
加
者

2
か
月
に
一
度
、

ン
テ
ィ

ア
の
お
母
さ
ん
方
の
協
力
に
よ
り

聞
い
て
い
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
。
ご
自
由

p

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

~

期
日

4
月
比
日
目

時
間

午
後
1
時
初
分
か
ら

内
容

ニ
い
の
ぼ
り
な
ど
を
折
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

中
地
区
公
民
館

(
宮
⑬
1
3
7
6
)

曜
日
)、午
後
2
時
1
4
時

場

所

市

立
図
書
館
会
議
室

講
師

佐
竹
茂
先
生

募
集
人
数

犯
人

申
込
期
限

4
月
比
日
凶

開
講
日

4
月
四
日
例
、
午
後
2

卓
寸申

し
込
み

市
立
史
料
館

(
宮
⑬

1
9
7
9
)
 

N
H
K学
院
の

通
信
(
講
座
・
教
育
)

V
生
涯
学
習
講
座

書
道
、
硬
筆
、
俳
句
、
短
歌
、

囲
碁
な
ど
肝
講
座
で
す
。

申
込
期
限

4
月
初
日
開

V
高
等
学
校
普
通
科
コ
l
ス

3
年
間
の
学
習
で
高
卒
資
格
が

取
得
で
き
ま
す
。

申
込
期
限

4
月
日
日間山

V
高
等
学
校
選
科
生
コ
l
ス

希
望
科
目
を
学
習
し
て
、
単
位

が
取
得
で
き
ま
す
。

申
込
期
限

4
月
日
日
間

V
高
等
学
校
専
攻
科

(
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ

・
ス
ク
ー
ル
)
社
会
福
祉
コ

ー
ス高

校
卒
業
後
、

2
年
間
の
学
習

で
「
N
H
K
学
園
福
祉
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」
認
定
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

申
込
期
限

4
月
5
日
附

※
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
人

は
、
N
H
K
学
園
八

E
十

一
係
(
〒

附
l
旧
東
京
都
国
立
市
富
士
見
台

2
1
%
2
0
4
2
5
⑫
3
1
5
1
)
 

に
、
講
座
名
か
コ

l
ス
名
お
よ
び

あ
な
た
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
に
記
入

し
て
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

案
内
書
は
無
料
で
す
。

技
能
向
上
訓
練
受
講
生

O
パ
ソ
コ
ン
入
門

期
間

5
月
9
日
制
1
ω
日
附

(凶
日
間
)

O
ワ
ー
プ
ロ
講
座

二
太
郎
)

期
間

5
月
日
日
間
1
6
月
7
日

附

(9
日
間
)

O
ワ
ー
プ
ロ
講
座
(P
I
、
E
X

E
)
 

期
間

5
月
日
日
間
1
6
月
7
日

肘

(9
日
間
)

O
農
業
機
械
整
備
の
初
歩

期
間

5
月
9
日
例
1
お
日
附

(7
日
間
)

O
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習

期
間

5
月
8
白
川
w
i
幻
日
附

(7
日
間
)

O
危
険
物
取
扱
者
受
験
準
備
講
習

(乙
種
第
4
類
)

期
間

5
月
7
日
間
l
m
日
幽

(6
日
間
)

0
自
動
車
整
備
入
門

期
間

5
月
比
日
間
i
m
日
間

(7
日
間
)

O
M
S
l
o
o
s入
門

期
間

5
月
比
日
間
1
叩
日
肘

(8
日
間
)

O
パ
ソ
コ
ン
実
務
(ロ
l
タ
ス

1

.
2
・
3
入
門
)

竃
-鳳

h
・a・-司
h

・sa・富司 期
間

5
月
8
日
ω
1
幻
日
間

(
8
日
間
)

O
第

2
種
電
気
工
事
士
試
験
受
験

準
備
講
習

(学
科
)

期
間

5
月
お
日
制
1
6
月
8
日

幽

(8
日
間
)

O
大
工
技
術

(初
級
)

期
間

5
月
初
日
間
i
U
日
間

(
3
日
間
)

O
木
工
技
術

(中
級
)

期
間

5
月
初
日
間
1
幻
日
間

事
な
た
が
考
え
否

(3
日
間
)

O
ソ
フ
ト
で
作
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
入
門

期
間

5
月
お
日
働
1
6
月
刊
日

間

(
8
日
間
)

0
2
級
建
築
士
受
験
準
備
講
習

期
間

5
月
8
日
ω
1
7
月
8
日

間

(
幻
日
間
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

(
〒
制

諌
早
市
小
船
越
町
宮
(⑫
2
3
2
3
)

-14 

ー

「
論
文
」
「
絵

・
イ
ラ
ス
ト
」

l

「
未
来
の
道
」

テ
ー
マ

「
道
を
こ
ん
な
ふ
う
に

利
用
・
活
用
し
て
い
き
た
い
」
「暮

ら
し
ゃ
産
業
に
こ
う
生
か
し
た
い
」

「こ
ん
な
機
能
や
デ
ザ
イ
ン
の
道

が
ほ
し
い
」
な
ど
、
未
来
の
道
に

託
す
夢
や
ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど

応
募
資
格

だ
れ
で
も
応
募
で
き

ま
す
。
グ
ル
ー
プ
で
の
応
募
も
可

内
容

夢
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を

「論

文
」
ま
た
は
「
絵

・
イ
ラ
ス
ト
」

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

-
論
文

1
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
る
簡

単
な
イ
ラ
ス
ト
、
図
表
を
添
付
し

て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

原
稿
用
紙
・:
B
4
サ
イ
ズ
、
ワ
ー

プ
ロ
可
。
枚
数
は
自
由
で
す
。

-
絵

・
イ
ラ
ス
ト
1
B
2
、
ま
た

は
B
3
サ
イ
ズ

の
用
紙
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。
縦
・
横
ど
ち
ら
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
抽
き
方
は
自

由
(
水
彩
、
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
)

で
す
。
ま
た
、
原
稿
用
紙

(B
4

サ
イ
ズ

)
1
枚
程
度
で
簡
単
な
説

明
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

・
ひ
と
り
何
点
で
も

応
募
で
き
ま
す
が
、
作
品
に
は
住

所

・
氏
名

・
年
齢

・
電
話
番
号
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

-
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。

締
め
切
り

5
月
印
日
嗣

(
当
日

消
印
有
効
)

賞

・

建
設
大
臣
賞

(1
点
)
・

賞
状

・
副
賞
1
0
0
万
円

・
優
秀
賞

(4
点
)
・:
賞
状

・
副

賞
印
万
円

-
佳
作

(日
点
)
:
・賞
状

・
副
賞

叩
万
円
な
ど

応
募
・
問
い
合
わ
せ

県
庁
「
夢

ロ
l
ド
幻
」
事
務
局
(
〒
制
長
崎

市
江
戸
町
2
1
U
道
路
建
設
課
内

包
長
崎
⑫
1
1
1
1
)



広報おおむら平成 2年 4月号

婦
人
軟
式
庭
球

初
心
者
教
室
会
員

期
間

4
月
げ
日
1
6
月
刊
日

毎
週
火
曜
日
(
印
回
)

午
前
日
時
1
ロ
時

場

所

市

営
庭
球
場

定

員

初

人

参
加
費

傷
害
保
険
料
実
費

指
導
者

軟
式
庭
球
協
会
森
上

申
込
方
法
直
接
市
営
庭
球
場
へ

お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り

太

鼓

の

打

ち

手

。
子
供
の
部
l
小
学
3
年
1
中
学

3
年
ま
で
の
男
女

。
大
人
の
部
1
高
校
生
1
ω
歳
位

ま
で
の
男
女

募
集
期
限

5
月
印
日
嗣

問
い
合
わ
せ

軟
式
庭
球
協
会
事

務
局
(
宮
⑬
4
6
4
0

森
上
)

軟

式

テ

二
ス

ク
ラ
ブ
会
員

。除年時目。
婦 く 会 1時早
人 ) 費 9 朝
木 時毎テ
曜 3 週二
テ O 日ス
二 O
ス O 祭
ク円 白
フ (

ブ{呆午
P央首f
代 γ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

お
わ
む
ら
夏
越
ま
つ
り
協
賛
会

事
務
局
(
宮
⑫
2
5
8
0
)

ご
寄
寸{

a
り
が
と
う
ご
ず
い
v
ま
し
た

ご
好
意

。
香
典
返
し

竹
松
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
神
近
徳
(
大
川
田
町
)
日
万
円

社
会
福
祉
基
金
へ

V
古
川
菊
枝
(
竹
松
本
町
)
叩
万
円

V
宮
永
勝
善
(
諏
訪
2
丁
目
)
5

万
円

(
敬
称
略
)

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
浜
口
雅
之
(
松
並
2
丁
目
)
5

万
円

V
久
保
マ
サ
子
(
西
大
村
本
町
)

叩
万
円

V
佐
々
末
子
(
植
松
1
丁
目
)
5

万
円

V
田
川
文
夫

(古川瀬
町
)
叩
万
円

日

時

毎

週
火
・
木
曜
日
、
午
前

O
土
寸

1
2
土
寸

1
1
円日

1
1
門口

年
会
費

2
0
0
0
円
(
保
険
代

除
く
)

。
婦
人
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

日
時
毎
週
月
・

水
・
金
曜
日

午
前
日
時
1
午
後
2
時

申
込
方
法

そ
れ
ぞ
れ
市
営
庭
球

場
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

軟
式
庭
球
協
会
事

務
局
(
宮
⑬
4
6
4
0
森
上
)

小
学
生

軟
式
庭
球
教
室
生
徒

日
時

4
月
日
日
聞
か
ら
毎
週
日

曜
日
と
祝
日
、
午
前
7
時
1
9
時

会

費

年

間
3
0
0
0
円

対

象

小

学
4
年
生
以
上

申
込
方
法
直
接
市
営
庭
球
場
へ

問
い
合
わ
せ
軟
式
庭
球
協
会
事

務
局
(
宮
⑬
4
6
4
0
森
上
)

。

一
般
寄
付

清
和
国
へ

V
大
村
民
踊
協
会
1
二
葉
百
合
子

シ
ョ

l
招
侍

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
H
H
奉
仕

V
親
奉
会

(
森
安
太
郎
・
岩
井
勝

・
中
島
松

一
)
理
容
奉
仕

V
大
村
地
区
婦
人
会
H
H
慰
問

V
寿
々
木
松
子
(
原
口
町
)
ビ
デ

オ
デ

ッ
キ

文
化
基
金
へ

V

西
村
文
子
(
玖
島
2
丁
目
)
叩

ジ
ャ
、
ギ
!
会
員

ー

ジ
ャ
ズ
体
操

1

初
心
者
大
歓
迎
。

日
時

昼
の
部
1
毎
週
木
曜
日
、

午
後
l
時
1
2
時

夜
の
部
1
毎
週
金
曜
日
、
午
後
7

時
初
分
1
8
時
初
分

場
所

市
民
体
育
館

指
導
者

白
浜
千
寿
子
先
生

連
絡
先

(宮
⑬
6
9
7
5
福
田
)

太
極
拳
愛
好
会
会
員

対
象
一

般

練
習
日

毎
週
火

・
土
曜
日
、
午

後
7
時
1
9
時

※
但
し
、
第
一
週
は
水
・
土
曜
日
で
、

こ
の
週
は
火
曜
日
は
休
み
ま
す
。

場
所
火
・
土
曜
日

1
市
武
道
館
、

水
曜
日

1
市
コ
ミ
セ
ン

会

費

月

1
0
0
0
円

万
円

社
会
福
祉
基
金
へ

V
妙吉一
寺
立
正
同
心
会
寒
修
行
団

1
5
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
八
木
館
1
1
6
7
6
円

泉
の
里
へ

V
福
田
利
一
(
武
部
町
)
5
万
円

V
永
淵
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗
1
ま
ん

じ
ゅ
-
つ

V
上
野
行
雄
(
宮
代
町
)
み
か
ん

V
一二
浦
保
育
園
1
慰
問

V
日
本
ア
ン
ジ
ュ
附
長
崎
販
売
大

申
し
込
み

直
接
、
練
習
会
場
ヘ

問
い
合
わ
せ

(
宮
⑬
2
8
8
8

大
浦
)

合
気
道
会
員

対

象

小

学
生
1
一
般
男
女

練
習
日

毎
週
月
・
金
曜
日

時

間

・

少
年
の
部
1
午
後
7
時

1

8
時
・

一
般
の
部
1
午
後
7
時

1
8
時
ぬ
分

場
所

市
武
道
館

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
、
練
習

日
に
直
接
道
場
ヘ

問
い
合
わ
せ

長
崎
合
気
道
会
大

村
道
場
事
務
局
(
宮
⑮
0
2
7
3

獅
子
島
)

マ
ス
タ
ー
ズ

陸
上
競
技
連
合
会
員

資
格

男
ー
満
お
歳
以
上

村
営
業
所
l
電
解
ア
ル
カ
リ
イ
オ

ン
水
器

V
立
正
佼
成
会
l
供
養

V
大
川
田
老
人
会
l
奉
仕

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

1
奉
仕

V
鈴
木
・
和
田
・
好
田
・
平
・
井

手
理
容
院
1
理
容
奉
仕

V

藤
崎
鶴
松
(
三
一城
町
)
白
菜
・

大
根

慈
恵
荘
ヘ

マ
永
淵
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗
l
ま
ん

いレゅ
・つ

V
尾
崎
勇
(
古
賀
島
町
)
人
参

女
満
初
歳
以
上

競
技
種
目
陸
上
競
技
全
種
目

会
費

(
年
間
)

・
日
本
マ
ス
タ
ー

ズ
陸
連
登
録
費
1
1
0
0
0
円

-
長
崎
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
連
会
費
1

1
5
0
0
円

※
そ
の
他
、

通
信
費

5
0
0
円

次
回
の
日
程
長
崎
県
選
手
権

大
会

6
月

μ
日
目
、
諌
早
市

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

(宮
⑬
4
2
8
2
川
島
)

大
村
走
ろ
う
会
会
員

体
力
守
つ
く
り
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に

つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
、
指
導
も
行

い
ま
す
。

練
習
日
毎
週
日
曜
日
、
午
前
6

時
か
ら
(
初
分
1
1
時
間
)

場
所
市
営
陸
上
競
技
場

会
費

年
2
0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

(宮
⑬
4
2
8
2
川
島
)

V
国
武
建
設
(
諌
早
市
)
二
葉
百

合
子
シ
ョ

i
招
待

V
福
田
和
恵
(
竹
松
本
町
)
タ
オ

?レV

小
林
カ
ツ
子
(
富
ノ
原
1
丁
目
)

訂
ザV

大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
H
H
奉
仕

サ
ン
ラ
イ
フ
へ

V
永
淵
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗
1
ま
ん

じ
ゅ
う
ノ

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春

(本
町

15-

万
円



4
月
は
、
固
定
資
産
税

(
1期
〉
の
納
期
で
す
。

誠艇滋鞠

当番医1日 当番医 15日

(日) (内・小)松尾医院玖島1丁目 宮⑫ 4412 (内・小)与那城医院池田新町 宮⑬ 5575 (巴)
(産・内) 桝本産婦人キヰ内科医院大川田町 宮⑮8355 I 

(外・内)田崎医院古田Tl了目 宮⑬ 1234 

2日 |安産教室 l同 所 9:3ト 11:00 ゆ 30まで 17ω日 I乳幼児1 健康相談 萱瀬出張所ゆト11∞
(月) ⑮母子健康手帳、ズボン i 

般健康相談 市役所 13:00~16ω 18依日)||妊婦教室~3 ) 市役所 1 3: 00~16 :00 
I (⑮血圧測定 みそ汁の塩分濃度測定ほか

3歳児健康診査 大村保健所3a 乳幼児健康相談 松原J附 ③刈
⑮昭和6 1年 1 0月生ま れ (6 1年4月 ~9月 生ま れで

4日 [妊婦教室(1) 市役所川一 まほけ山 川 競 してくださ い)
(水) ⑬母子健康手帳、問診票

定期巡回献血 市役所 9:30~ 1 2:00 

6日 成人の健康相談 福祉センター 1 3 : 00~ 15 :00 1歳6か月児健康診査
(金 ⑪40歳以上 20白 市ゴミセン ⑧13: OO~ 13: 30 

⑮血圧測定・ みせ汁の塩分濃度測定ほか (~ ⑩⑬ 1 3 Bい !じ

成人の健康相談 福祉センタ- 13:00~ 1 5:00 

8日 当番医
⑪⑮...6日(到と同じ

(日) (内・外j渡辺医院 松原1丁目 宮⑧ 8275 21(日土) 耳とごとばの相談 福祉センタ - 1 3 : 00~ 1 5 : 00 
(内・小)中村医院 東本町 宮⑫ 2733

22日 当番医

9日 乳幼児健康相談 竹松出張所 (日 (内・小)松永医院 古田T2丁目 E⑫ 2943

(毘) ⑧9: 30~ 11:00 13 : 30~ 15: 00 (耳)下山耳鼻咽喉科医院原口町 宮⑮ 0648

⑮離乳食教室 1 0 ・ 30~ 1 5 ・ 00

25 (日水) 妊婦教室(4;市役所 13 : 00~ 16 ・ 00

10日 乳幼児健康相談 市コミ セン

2 6 (日木)(~ ③9: 3 0~ 11: 00 1 3:30~ 1 5 : 00 機能訓練根気の会 福祉セ ンタ ー 13: 3 0~ 15:30

⑮… 9日(月)と同じ

29日 当番医

1 1 (日ポ 妊婦教室(2) 市役所 13 :00~ 16 : 00 (日) (内・小)松井医院久原2丁目 宮⑬ 6624

(外・内)原医院 宮小路1丁目 告⑮ 8427

12(日木) !|機嗣l練根気の会 福祉センタ 13 ぬ~ 1 5 :30 30日 当番医

13日
1歳6か月児健康診査

(月・祝) (内・小)野口内科こども医院 西大村本町 宮⑫2339

外)松尾外科医院 東本町宮⑫ 3331 

(宣言
市ゴ ミセン ③13:00~ 1 3:30 

⑪昭和63年9月生ま れ (63年4月 ~8月生ま れで、 略号の説明 ⑨…対象 ⑧…受け付け
まだ受けていない人も受診してくだ さい) ⑮…持ってくるもの ⑮…内容

⑮母子健康手帳、問診票 当番医の診療時間 9:00~ 1 8:00 

毎
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行
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唱，

ー(¥f 人口の動き

3月1日現在

人口

世帯数

ワ2，565
(ム12) 

34，608 
(ム21) 

3ワ，95ワ
(十g)

22，231 
(ム5)

〉内は前月比

16-

女

計

男

r=行民相談コーナー(秘書広報課)て恥すべて無料て*行っています。

: お気軽にご相談ください。

白 人権相談 ( 5日 10 : 00'" 15 : 00) 
の 行政相談 ( 12日 9: 30'" 12 : 00) 
定 法律相談 ( 18日 10 : 00'" 15 : 00) 
盟 実通事故相談 (24日 10: 00'" 15 : 00) 
認 年金相談 (25日 10 : 00'" 15 : 00) 
百 不動産相談 (27日 13: 00'" 16 : 00) 

L ふさ己主J立記虫竺と広三二三二
4月の大村ボート (5 ~ 9日・ 競艇発祥記念、

13~1 7 日 、 26~30 日 ・東西士、市C戦)
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